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通院中の人も特定健診を受けましょう！
　「通院をしているから、健診は受けなくて大丈夫」と思っていませんか？

すでに治療中の病気以外にも、自覚症状なく進行している生活習慣病が

隠れているかもしれません。それを見つけるには、国が定めた検査項目が

含まれている特定健診を受ける必要があります。

　通院をしていても年に一度は必ず特定健診を受け、全身の健康状態を

チェックしましょう。健診結果が届いたら、通院中の人は主治医に結果

を見せるなどして今後の治療にお役立てください。

　医療機関の受診に関する調査におい
て、自覚症状がない人の受診理由として
もっとも多いのは「健康診断（人間ドック
を含む）で指摘された」（44.2%）でした。
自覚症状のない多くの人は、健診や人間
ドックをきっかけに医療機関を受診して
いました。日ごろ自分では気づかない
健康状態の変化も、数値等で明確に
知らせてくれるのが健診です。 厚生労働省「令和２（2020）年受療行動調査（確定数）の概況」より作成
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多くの人が健診をきっかけに医療機関を受診

　健診は、その時の健康状態だけでなく、過去から現在
までの “経年変化 ”を知ることに役立ちます。毎年欠かさず
受ければ、「年々血圧が高くなっている」「数年前より
体重が増加している」などといった数値の変化や傾向を
把握できます。その後の生活でとくにリスクの高い病気
の対策に力を入れるなど、より効率的な疾病予防ができ
ます。

毎年欠かさず受けることでさらに役に立つ

　特定保健指導の初回面談では、保健師や管理栄養士と相談しながら具体的な行動目標を決め

ます。１人で一から考える必要はなく、健康や栄養のプロがあなたのライフスタイルをふまえ、

無理なくできることを提案します。激しい運動や厳しい食事制限を強いられることはありません。

　具体的な行動目標が決まったら、あとはできることから実行していくだけで OKです。途中で

困ったことがあればいつでも相談でき、１人でチャレンジするよりもラクに生活改善に取り組めます。

　健康のために食事や運動に気をつけるべきとわかって

いても、長年の生活習慣を変えるのは難しいものです。

最初はやる気に満ちている人でも、次第に「今日はいい

か」とやらなくなってしまうこともよくあります。ですが、

保健師や管理栄養士など、誰かと目標を共有する

ことで責任感ややる気が生まれ、日々の生活で実行

に移す後押しをしてくれます。継続的に実行できれば、

成果につながりやすくなります。
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● 行動目標の例 ●
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